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令和６年度 札幌市あかしあ学園事業報告書 
 

第１ 基本方針 

 

  札幌市の指定管理者として４期目の２年目である令和６年度においては、札幌市障がい者保

健福祉計画の計画目標の一つとして挙げられている「地域生活を支えるためのサービス提供基

盤の一層の充実」に向け、あかしあ学園の設置目的である「社会生活・職場生活などそれぞれ

の生活の場で社会的に自立出来るように援助すること」を念頭に置き、利用者のそれぞれの能

力や適正に合わせ、日常生活と社会生活能力、働く意欲と技術の向上を目指した支援に取り組

みました。 

 

第２ 重点事項 

 

１ 利用者の虐待防止と人権尊重 

   利用者の虐待防止と権利擁護に際し、虐待防止委員会での検討結果等を踏まえ、あかしあ

学園独自のペーパーテスト「虐待や不適切な支援をなくすために｣や虐待防止研修会等を実施

するとともに、あかしあ学園における利用者支援の質の向上に向けて、以下の具体的方策を

もって取り組みました。 

   利用者の権利擁護や虐待防止について、令和６年９月２日、９日に全職員を対象に法人幹

部による倫理研修を実施し、令和６年１１月２１日には「権利擁護セミナー」の外部研修に

参加し、その伝達講習会として、令和７年３月２７日に内部研修を実施しました。また、虐

待防止研修を、令和７年３月１７日に事業所の内部研修として実施し、職員の意識向上に向

けた取り組みを行いました。 

   毎月職員会議で法人の職員倫理綱領の読み合わせを行い、人権尊重の意識醸成に努めると

ともに、虐待予防の取り組みとして『虐待予防の重点目標』や『虐待予防の取り組みチェッ

ク』を 2 カ月毎に内容を変更して、毎朝夕の引き継ぎ時、職員全員で確認しています。 

   また、班ミーティングにおいて、利用者支援の困りごとについて話し合いを行い、課題共

有を図りました。 

令和 7 年２月１９日～２５日の期間で「虐待や不適切な支援をなくすために｣のペーパーテ

ストを実施しました。 

これらの結果を元に、管理者が面談を通じて職員自らの言動や特性についてスーパービジ

ョンを行い、適切な支援の構築に努めました。 

  

２ 障がい福祉サービス事業の充実 

      あかしあ学園が多機能型として運営を行っている生活介護、就労継続支援Ｂ型の両事業そ 

  れぞれの利用者に対して家庭状況、障がい状況やニーズの把握を行った上で、個別面談等の 

  アセスメントを実施し、支援計画を作成しました。また、定期的にモニタリングを行い、利 

  用者本位で利用者一人ひとりの計画、目標に合わせて自己実現が達成出来るように日々の支 

  援を実践しました。 

札幌市あかしあ学園業務仕様書に沿って、透明性の高い管理運営を行うため、利用者やそ

の家族、札幌市への情報提供等連携を密に図り、「ほっこうサロン」や工芸作業、行事等に
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おいて地域・学生ボランティアを積極的に受け入れました。 

 

３ 作業活動の安定化と工賃の向上 

   今年度においても就労継続Ｂ型事業利用者の工賃向上、生活介護利用者の安定した作業活 

  動を提供するため積極的に作業を受託しました。 

   受託作業では、仕事の受注状況や委託料を精査し、取引先の検討を行いました。紙器加工

については、安定的に作業が確保されるように、定期的な作業供給が望める業者の確保に努

め、その他、封入やラベル貼り等の作業種についても積極的に取り組みました。 

施設外就労として、ポステイングや広報誌の配布、施設清掃、食器洗浄等の作業を受託し

ました。 

工芸作業では、新製品の開発や委託販売の取り扱い製品の見直し、パチンコ店の替え玉景

品の登録、企業の授産製品を活用したイベントへの登録等、販売ルート開拓に向け、積極的

に取り組みました。 

 

４ 日中活動の充実 

   作業活動を中心に取り組みましたが、その他のニーズにも応えられるように、健康維持活 

  動、余暇活動等を提供しました。 

就労Ｂ型事業の利用者は施設外就労を中心に様々な作業種にチャレンジし、生活介護事業

の利用者と共通の各種行事や外出活動、サークル活動等に参加し、社会参加、体験の機会を

設けました。 

生活介護事業の利用者は生産活動の他、創作活動や農園活動、スポレク活動を実施しまし

た。 

創作活動では知的障がい福祉協会の「あらかるあーと展」や「みんなあーと展」、北海道

アールブリュットネットワーク協議会の「北海道障害者のアート展」、「中原電気ギャラリ

ー」「北光文芸展」への出品や、パチンコひまわりアールブリュットギャラリーにおいて、

通年で作品を展示しました。 

農園活動では１０月に収穫祭を開催し、畑で取れたじゃがいも等を「いももち」や「かぼ

ちゃ団子」として職員が調理し、提供しました。 

軽運動活動については、東区体育館の使用抽選に申し込み、当選した際には体育館でバス

ケットボールやバトミントン等のスポーツを楽しめる様に企画し、スポレク活動では、ペタ

ンクやボール転がし等のレク活動をゲーム形式で実施しました。 

フラダンス活動については、外部講師を受け入れ、毎月２回のサークル活動を実施し、  

６月２９日に開催された「あかしあ学園夏まつり」において、普段の練習の成果を発表しま

した。 

 

５  さっぽろ地域生活支援センター等、関係機関との連携 

    あかしあ学園の利用者でさっぽろ地域生活支援センター（以下「センター」という。）等

が運営するグループホーム利用者については、生活や健康の様子を日頃から連携して状況把

握に努め、安心して活動に参加できるように努めました。 

共同生活援助の他にも居宅介護、相談支援、短期入所等のサービス利用の希望があった際

は相談支援事業所等と連絡を取りスムーズなサービス利用が出来るように配慮しました。 

本年もサービス等利用計画作成等のニーズが多くあり、計画作成、モニタリング等、連携
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して対応しました。 

   なお、さっぽろ地域生活支援センター以外の共同生活援助、相談支援等、各種サービス提

供事業所とも連携を図りつつ、利用者支援の充実に努めました。 

 

６  利用定員の安定化 

   令和６年４月１日は、生活介護（３５名）就労継続支援 B 型（２０名）の合計５５名の契

約数でスタートし、令和６年５月に就労継続支援 B 型の利用者 1 名が、生活介護事業へサー

ビス変更し、令和６年８月に就労継続支援 B 型に 1 名が新規利用開始しました。令和６年９

月に生活介護事業の利用者が１名退所、令和６年１０月に就労継続支援 B 型事業の利用者が

１名退所、令和７年４月１日から就労継続支援 B 型事業に１名が新規利用開始することにな

りました。 

令和７年４月１日現在、生活介護（３５名）、就労継続支援 B 型（２０名）、合計５５名

の契約数となっています。活動場所については、施設外就労へ毎回１０名程度が参加してい

るため、作業スペースは確保されています。 

   なお、稼働率に関しては、生活介護９１．４％（前年度８８．８％）、就労 B が８８．３

％（同８７．８％）、全体で９０．２％（同８８．４％）と、前年度よりも全体で１．８％

程上昇しています。 

 

 ７ 親睦会活動への支援 

親睦会活動の支援として本、アルバムの整理、施設内の環境整備等をサポートし、定例会

議や役員選挙活動等、円滑且つ適正に遂行できるように補助的役割や相談、助言等の支援に

努めました。 

行事としては、６月２９日に５年ぶりとなる家族や地域の方たちが参加しての夏まつりを

開催し、1 月２４日には東区にある「ホテルユキタ」で新年会を開催しました。 

また、お盆行事や納会、日帰り旅行やあかしあ喫茶についても年間スケジュールに従って

実施し、各種行事の企画、運営について、利用者主体で取り組めるように支援しました。 

 

 ８ 職員研修体制の充実 

   内部研修として、全職員を対象に「虐待防止・権利擁護研修」を実施して人権尊重や適切

な支援への理解を深め、また、個人情報保護法の運用に伴う研修会として学園長が講師を務

め研修会を実施しました。 

さらにスキルアップに向けて法人の「階層別研修」や福祉村で開催された「人材育成研修」、

知的障がい福祉協会、北海道社会福祉協議会主催の「災害対策研修会」や「重度高齢化に対

する取り組みの研修」等の外部研修会へ、ZOOM やオンデマンド配信を活用しながら積極的に

参加し、職員の資質の向上に努めました。 

     

＜施設外部研修＞ 

対象職種 件数 延べ参加人数 

管 理 職 ５ ５ 

支 援 員 １１ ２７ 

事 務 員 １ １ 

合   計 １７ ３３ 
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    ＜施設内部研修＞ 

研   修   名 件数 参加人数 

虐待防止研修 ２ ３５ 

施設見学 ０ ０ 

福山医師による研修 １ １８ 

伝達講習会（権利擁護セミナー） １ １７ 

感染症対策研修 １ １７ 

サービス管理責任者虐待防止研修 １ ２ 

医療専門職・障がい児支援従事者研修 指導者養成研修 １ １ 

個人情報保護法に関する研修会 １ １７ 

人材育成研修（福祉村） １ ２ 

階層別研修 Ⅱ（新規職員） ０ ０ 

階層別研修 Ⅱ（一般職員） １ １ 

階層別研修 Ⅱ（リーダー職員） １ １ 

階層別研修 Ⅱ（課長職） ２ ２ 

合    計   １３   １１３ 

 

第３ 利用者の状況 

 

 １ 事業別男女構成               令和 7 年３月３１日現在 (単位：人) 

事 業 定員 男性     女性         合計      

生活介護事業 ３０ ２３ １２ ３５ 

就労継続支援B型 ２０ １２ ７ １９ 

    合 計 ５０ ３５ １９ ５４ 
 

 

２ 年代別構成                               令和 7 年３月３１日現在  (単位：人) 

年齢 １８～ ２０～ ３０～ ４０～ ５０～ ６０～ 合計 

生活介護 ０  ４ ５ ９ １３ ４ ３５ 

就労B ０  ２ １０ ２ ２ ３ １９ 

合計 ０  ６ １５ １１ １５ ７ ５４ 

 

 ３ 障害支援区分別構成                     令和 7 年３月３１日現在  (単位：人) 

障がい支援区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合計 

生介護 ０ ０ ３ １５ ８ ９ ３５ 

就労B ０ ２ ６ ７ ２ ０ １７ 

合計 ０ ２ ９   ２２ １０ ９ ５２ 

                                                （区分判定未実施～男性１名女性１名） 
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４ 在籍数及び平均利用数                    令和 7 年３月３１日現在  (単位：人) 

 生活介護 就労継続支援B型 合 計 

月 在籍数 平均利用 在籍数 平均利用 在籍数 平均利用 

 ４ ３５ ２８．２ ２０ １７．２ ５５ ４５．５ 

 ５ ３６ ２８．７ １９ １６．５ ５５ ４５．１ 

 ６ ３６ ３０．０ １９ １７．８ ５５ ４７．８ 

 ７ ３６ ２９．８ １９ １７．０ ５５ ４６．７ 

 ８ ３６ ２５．６ ２０ １６．３ ５６ ４１．９ 

 ９ ３５ ２４．７ ２０ １５．５ ５５ ４０．２ 

１０ ３５ ２７．１ １９ １６．６ ５４ ４３．９ 

１１ ３５ ２６．８ １９ １７．３ ５４ ４４．０ 

１２ ３５ ２４．８ １９ １６．１ ５４ ４０．８ 

 １ ３５ ２７．４ １９ １７．２ ５４ ４４．６ 

 ２ ３５ ２７．４ １９ １７．４ ５４ ４４．８ 

 ３ ３５ ２８．５ １９ １６．９ ５４ ４５．３ 

平均 ３５．３ ２７．４ １９．３ １６．８ ５４．６ ４４．２ 

 

 

 

５ 職員配置の状況 

 

（１）組織体制                             
  支援員 
  主査   

 （支援）  看護師 

学園長  支援課長                         
               

 
  主事  事務員 
                                (事務) 

  

 

（２）職員配置                        令和７年３月３１日現在(単位：人) 

    

  

 

 

    

  

    

  

職 名 正職 准職 パート 合計 

学園長 １             １  

支援課長 １             １  

主査（支援） １             １  

主事（事務） １             １  

支援員 ６     ７        １３  

看護師     １  １  

事務員               ０.６      ０.６  

合 計 １０     ８      ０.６   １８.６  

 



- 6 -

第４ 運営方針 

 

１ 管理運営 

 （１）防災・事故防止 

    建物を共有するみかほ整肢園と合同で火災を想定した避難訓練を年２回、あかしあ学園

単独による火災、地震を想定した避難訓練を年２回、合計４回実施しました。訓練を実  

施することにより、利用者、職員へ災害等の非常時への対応や防火・防災についての意識 

の啓発に努めました。 

    また、利用者支援に関わるリスクマネジメントの取り組みとして、様々な案件でヒヤリ

ハット事例を収集し分析、検証を行い事故の未然防止に努めました。 

 

     ＜実施内容＞ 

実施月 訓 練 内 容 

  ６月 総合避難訓練（みかほ整肢園と合同） 

  １１月 総合避難訓練（みかほ整肢園と合同） 

  ２月 地震・火災避難訓練～地震により３階給湯室より出火想定 

  ３月 地震・火災避難訓練～地震により３階給湯室より出火想定 

 

 （２）適正な事務執行と省エネ対策の実施 

    事務費や事業費等については、利用者支援や管理運営上の必要性を吟味し、節約を意識

しながら適切な執行ができるよう、打ち合わせ等の場面で職員周知を図り、適正な事務執

行に努めました。 

    また、札幌市の条例に基づき、節水、節電、ゴミの減量に努め、室内温度の一定化（夏

期２８度設定）や職員各個人のゴミの持ち帰り等を推進しました。 

 

 （３）給食サービスの充実 

給食業務は引き続き麦の子会と業務委託契約を結び、麦の子会の栄養士と連携しつつ、

利用者の状況や家族のニーズ等に応じて、食事内容や食事形態、食器等を配慮した給食を

提供し、利用者嗜好調査も実施しました。 

また、感染症の予防対策の一環で、食堂の入室時は手指消毒を行い、対面席にはパーテ

ーションで仕切る等の食事環境に配慮しました。 

  

 （４）実習生の受け入れ  

    将来的に当事業所の利用を希望する学生を中心として、札幌市内や近隣の高等支援学校 

   から施設見学や現場実習の受け入れを行いました。 

また、保育や福祉を学ぶ短期大学や専門学校等の単位実習や社会福祉士取得のためのソ

ーシャルワーク実習の受け入れを行いました。    
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       ＜実習生受入実績＞ 

保育・福祉系養成校実習  人数 

札幌大谷大学短期大学 ５名 

札幌医療秘書福祉専門学校 １名 

吉田学園北海道福祉大学校 ２名 

せいとく介護こども福祉専門学校 １名 

大原医療福祉専門学校  １名 

北海道医療大学 ２名 

日本福祉大学 ２名 

 

支援学校職場実習 人数 

白桜高等学園 １名 

 

（５）ボランティアの受け入れ 

    北光地区の地域ボランティアを毎月受け入れ「いきいきサロンほっこう」の開催場所と 

して、学園の食堂を解放しました。また、作業ボランティアも要望に応じつつ受け入れま 

したが、あかしあ喫茶等の行事でのボランティア受け入れについては、今年度は少人数の 

受け入れに留まりました。 

 

（６）満足度調査 

    事業所におけるセルフモニタリングの一環として、利用者満足度調査を実施しました。 

調査は全利用者及び家族を対象として、総合評価と職員の接遇の各５項目を５段階評価と

して調査を実施しました。評価結果は各家族に配布、札幌市、運営協議会委員、法人事務

局に提出しています。令和６年度の回収率は９６％で、｢満足｣、「やや満足」を足した総

合的な満足度は９８％、接遇面についての満足度も９８％と高い評価を頂いています。 

 

  （７）苦情解決 

       利用者及び家族からの苦情や要望等に対応するため、施設内に相談箱の設置を行いまし 

   た。また、苦情解決責任者及び苦情受け付け担当者を配置して、外部者、利用者とその家 

   族から第三者委員を任命し、苦情等が発生した場合の解決に向けた体制整備を行いました。 

    なお、令和６年度の苦情等の申し立てはありません。 

 

２ 利用者支援 

  

  （１）個別支援計画の作成について 

    利用者の障がい状況や家庭状況、要望等を的確にとらえるため、個別面談等を実施した 

   中でアセスメントを行いました。また、サービス等利用計画とリンクして、エンパワーメ 

   ントの視点に立ち利用者の持つストレングスを活かせるよう個別支援計画の作成に努めま 

   した。実際の支援においても、個別支援計画に沿って利用者それぞれの目標が達成できる 

   よう、個性や主体性を尊重して、自立能力の向上に向けた支援に努めました。 
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（２）作業活動 

就労継続Ｂ型事業利用者の工賃向上、生活介護利用者の安定した作業活動を提供するため

積極的に作業を受託しました。 

   受託作業では、仕事の受注状況や委託料を精査し、取引先の検討を行いました。紙器加工

については、安定的に作業が確保されるように、定期的な作業供給が望める業者の確保に努

め、その他、封入やラベル貼り等の作業種についても積極的に取り組みました。 

施設外就労として、ポステイングや広報誌の配布、施設清掃、食器洗浄等の作業を受託し

ました。 

工芸作業では、新製品の開発や委託販売の取り扱い製品の見直し、パチンコ店の替え玉景

品の登録、企業の授産製品を活用したイベントへの登録等、販売ルート開拓に向け、積極的

に取り組みました。 

   リサイクル作業ではご家族からも空き缶回収のご協力を頂き、空き缶の仕分けと買い取り 

業者へのリサイクルを行い、売り上げを収益としました。 

 

    ＜売上げ及び工賃支給額＞                                         （単位：円） 

 令和６年度 令和５年度 

工芸作業 

受託作業 

施設外就労 

リサイクル作業 

１，５２７，４７３ 

１，８５８，９５７ 

２，４３３，８７９ 

１０，７５１ 

     １，７１９，４２３

     ２，０４１，５７１

     ２，４９４，８２１

  ９，９１１ 

合 計 ５，８３１，０６０ ６，２６５，７２６ 

支給工賃額 ４，５７０，４６４ ４，８０８，７２６ 

 

 （３）日中活動 

    日中活動では、感染症等の感染予防対策に留意しつつ、満足度調査等の意見も反映でき

るよう活動内容を工夫し、利用者の希望に沿って各種活動や行事が実施できるよう努めま

した。 

     

   ア 農園活動～生活介護の利用者を対象にして、事業所敷地内にじゃがいも・ミニトマト

・ズッキーニ・きゅうり・スイカ・ナス・だいこん・にんじん・ほうれん

草等を植えています。畑起こしから、苗や種植え、草むしり、石拾い、水

まきを行っています。 

          活動のまとめとして１０月３１日に収穫祭を実施し、収穫した野菜を「い

ももち」「かぼちゃ団子」にして利用者皆さんで食べて楽しみました。 

 

   イ 創作活動～生活介護の利用者を対象に、隔週１回の定例で実施し、季節感を感じられ 

る装飾品や、動かして楽しむ作品作り等に取り組みました。 

また、札幌市知的障がい福祉協会の「あらかるあーと展」や北海道知的障 

がい福祉協会の「みんなあーと展」では、主に班グループでの創作作品を 

出展し、北海道アールブリュットネットワーク協議会の「北海道障害者の 

アート展」は個人の作品を出展しました。また、中原電気商会ギャラリー 
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にて 1 ヶ月間あかしあ学園単独の作品展を実施しました。 

地域町内会主催の「北光文芸展」や「キャンドルナイト」への作品展示や 

（株）合田商事と協働し、パチンコひまわりファイターズ通り店に設置さ 

れている「アールブリュットギャラリー」に個人の作品を中心に常設展示 

しました。 

                   

   ウ 外出活動～「円山動物園」や「大倉山とオリンピックパーク」「白い恋人パーク」等

の見学やロイズガーデンやモエレ沼公園、藻岩山等の外出を計１４回、ラ

イオンズクラブ主催の「ボーリング大会」の参加に１回、地下歩行空間で

の販売会参加に１回、各アート展への見学を計３回、企画して楽しんでき

ました。 

 

エ 軽運動活動～バスケットボールやバトミントン、フリスビー等を楽しむため、計２回

東区体育館に外出しました。また隔週月曜日に学園内の食堂で、「ペタン

ク」「金魚ポイポイゲーム」等のスポーツレクレーションを実施しました。 

 

オ フラダンス活動      ～毎月２回、外部講師を招き、フラダンスサークルを実施しました。 

        ６月２９日に開催した「あかしあ学園なつまつり」で普段の練習の成果

を発表しました。 

        ３月６日には、外部講師と一緒に茶話会を開催し、一年間の活動を振り

返りました。 

 

カ レク活動～お盆期間の８月１３日、１５日には園内でかき氷を食べながらクイズ大会

や食堂等の会場でヨーヨー釣りや綿菓子つくり、モグラたたきゲームを行

いました。また、２月３日には豆まきを行い、鬼の顔を準備して撮影会を

行いました。 

 

キ 交流活動～地域ボランティア団体の受け入れを行い、「ふれあいいきいきサロンほっ

こう」を計１２回、あかしあ学園の食堂、北光会館で開催しました。 

あかしあ喫茶については、家族、地域の方たちの参加や、外部事業所の製

品販売を再開し、年４回盛況に行われました。 

 

ク 親 睦 会 活 動     ～６月２９日に５年ぶりに家族、地域関係者が一堂に会し、夏まつりを開催

しました。１０月１０日には小樽水族館へ日帰りで旅行に行き、１月２４

日には東区にある「ホテルユキタ」で新年会を開催しました。１２月２７

日と３月３１日には「納会」を、あかしあ学園食堂を会場として開催しま

した。また、定例の会議や役員選挙活動等、適正に遂行できるように補助

的役割や相談、助言等の支援を行いました。 

 

 （４）家族との連携について 

    利用者の状況や家族の要望等の確認の為に、希望に応じて４月～５月にかけて個別面談

を実施しました。 
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    また、３月１４日には家族説明会を実施し、満足度調査の結果報告並びに次年度に向け

ての事業計画の説明をし意見交換を行いました。 

 

 （５）送迎サービス 

    公共交通機関の利用が困難な方や歩行に不安がある方、さらに家族の高齢化等の理由に 

   より送迎が難しく、単独では通園が困難な方に送迎サービスを提供しました。  

    今年度の送迎サービスは４便体制で運航しました。 

 

   

＜送迎サービスの実績＞                               （単位：人） 

月 運行日数 延送迎回数 1日平均 延べ利用者数 

４   ２１ １０４０ ４９．５ 

５   ２１ １０３２ ４９．１ 

６   ２１ １０４０ ４９．５ 

７   ２１ １０６５ ５０．７ 

８   ２１ ９４４ ４４．９ 

９   １９ ８７２ ４５．８ 

１０   ２２ １０１４ ４６．１ 

１１   ２０ ９１３ ４５．７ 

１２   ２０ ８３９ ４２．０ 

１   １９ ９６７ ５０．９ 

２   １８ ９０３ ５０．２ 

３   ２０ １０４６ ５２．３ 

平均 ２０．３ ９７２．９ ４８．１ 

     ※迎え、送りをそれぞれ１カウントとしています。 






































































































